
本会は皆様からの寄付金のみで活動しているＮＰＯ法人であり、現在公的資金（税金）は一切いただいておりません。

務
所
の
あ
る
ア
パ
ー
ト
前
の
道
路
で
結
婚

パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
夜
中
ま
で
大
音
響

路
で
結
婚
パ
ー
テ
ィ
ー
を
や
る
の
が
こ
の

国
の
ス
タ
イ
ル
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
無
謀
運
転
も
あ
と
を
絶
た
な
い
。
プ
ノ

ン
ペ
ン
か
ら
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
へ
行
く
途

中
、
夜
行
バ
ス
が
路
肩
に
横
転
し
て
い
た
。

居
眠
り
運
転
か
。
滞
在
中
、
二
度
も
追
突

さ
れ
た
。
た
い
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

脇
見
運
転
の
仕
業
だ
。
こ
の
国
に
歩
道
は

な
く
、
交
差
点
も
車
優
先
な
の
で
、
う
か

う
か
歩
け
な
い
。

　
そ
ん
な
カ
ン
ボ
ジ
ア
だ
が
、
な
ぜ
か
日

本
人
に
は
優
し
い
。
日
本
の
官
民
あ
げ
て

の
支
援
の
多
さ
に
つ
い
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

国
民
は
よ
く
理
解
し
て
い
る
。

　
こ
の
国
で
、
日
本
は
産
業
面
で
中
・
韓

に
押
さ
れ
て
い
る
が
、
国
際
協
力
の
面
で

は
追
随
を
許
さ
な
い
。
自
信
を
持
と
う
。

が
鳴
り
響
い
た
。
近
所
迷
惑
も
い
い
と
こ

ろ
だ
が
こ
れ
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
文
化
、
道

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　　    
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会

　理
事
長

　根 

岸

　恒 

次
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騒
音
と
砂
ぼ
こ
り
の
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら

騒
音
と
砂
ぼ
こ
り
の
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら

　
三
月
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
酷
暑
の
通
過
点
、

最
も
暑
い
の
が
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
正
月
（
四
月
十
三
日
～
十
五

日
）
が
暑
さ
の
ピ
ー
ク
、
日
中
の
温
度
は

ゆ
う
に
四
十
度
を
超
え
る
。

　
三
月
五
日
～
二
十
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

そ
の
た
め
、
未
舗
装
道
路
で
は
大
型
車
が

砂
ぼ
こ
り
を
あ
げ
て
走
行
、
沿
道
の
民
家

は
大
変
な
被
害
を
被
っ
て
い
た
。

私
も
前
回
の
訪
問
で
喉
を
傷
め
て
苦
労
し

た
経
験
を
生
か
し
、
今
回
は
マ
ス
ク
を
持

参
し
て
車
中
に
入
っ
て
く
る
砂
ぼ
こ
り
か

滞
在
し
た
。
五
日
頃
は
さ
ほ
ど
暑
さ
を
感

じ
な
か
っ
た
が
、
帰
る
頃
に
は
猛
暑
日
が

連
続
し
た
。
こ
の
国
に
春
は
な
く
、
一
気

に
夏
へ
と
季
節
が
巡
る
。

　
三
月
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
乾
季
の
真
っ
只

中
、
滞
在
中
一
滴
の
雨
も
降
ら
な
か
っ
た
。

ら
身
を
守
っ
た
。
お
か
げ
で
今
の
所
、
喉

の
調
子
は
良
好
だ
。

　
乾
季
と
い
え
ば
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
結
婚
式

の
シ
ー
ズ
ン
、
五
月
か
ら
始
ま
る
雨
季
は

田
植
え
で
忙
し
く
な
る
た
め
、
こ
の
時
期

一
斉
に
行
な
う
の
だ
。
昨
夜
も
、
本
会
事

事務所前の道路で行なわれた結婚パーティー

カンボジアの子どもたちをサポートしてください

クメール教育里親会員募集

※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

子ども１人につき、１年間３万円。一括納入、分割納入（毎
月、年３回、年２回）のどちらも可。所定の郵便振替用
紙を使ってお振込みください。
年会費の 3 分の１が、学用品、制服、靴などの購入、学
校への納付金、お小遣い、生活資金など、子どものため
に使われます。
年会費の３分の２が、夢ホームの運営、現地スタッフの
給料・ガソリン代・事務所家賃など現地でかかる経費、
通信費・印刷費・人件費など東京の本部でかかる経費と
して使われます。
最低１年間単位ですが、少なくても子どもが学校を卒業
するまでの期間、サポートしていただけたら幸いです。
里子からは年２回、近況を報せる手紙（日本語に翻訳）と
写真が届きます。　　
里親さんからの手紙、プレゼントも里子に届けることが
でき、心あたたまる交流ができます。

【年　会　費】：

【会費の使途】：

【サポート期間】：

【里子との交流】：

　長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、大多
数の人々は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へす
ら行けない子どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。
　本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親
さんを募集しております。
　思えば69年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。
カンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるよ
うになりました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子ども達を支援する番です。

里親さん、ありがとう

　
昨
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
内
異
動
で
、
本
会

を
管
轄
す
る
「
福
祉
・
退
役
軍
人
・
青
年
省
」

の
大
臣
が
交
代
し
た
た
め
三
月
十
九
日
、
根
岸

理
事
長
ら
が
省
庁
を
訪
れ
、
ヴ
ォ
ン
・
ソ
ー
ト

新
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
た
。
本
会
の
現
地
ア
ド

ヴ
ァ
イ
ザ
ー
で
も
あ
る
、
シ
ア
ン
・
ブ
ン
・
レ

ン
内
務
省
大
臣
も
同
行
し
て
く
れ
た
。

　
ヴ
ォ
ン
・
ソ
ー
ト
新
大
臣
は
前
職
が
労
働
省

大
臣
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
下
院
国
会
議
長
を
務
め

る
ヘ
ン
・
サ
ム
リ
ン
氏
の
義
理
の

弟
に
あ
た
る
。
ヘ
ン
・
サ
ム
リ
ン

氏
と
い
え
ば
、
七
十
九
年
に
ポ
ル

ポ
ト
政
権
を
倒
し
て
ヘ
ン
・
サ
ム

リ
ン
政
権
を
樹
立
し
た
歴
史
上
の

人
物
。
フ
ン
セ
ン
首
相
と
二
人
三

脚
で
、
現
在
ま
で
政
権
の
座
に
あ

る
人
だ
。

　
ヴ
ォ
ン
・
ソ
ー
ト
新
大
臣
は
、

本
会
の
活
動
の
中
で
特
に
「
ク

メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」
の
活
動

に
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、
政
府
と
し

て
も
応
援
す
る
の
で
今
後
も
活
動

の
範
囲
を
拡
充
し
て
ほ
し
い
と
要

請
が
あ
っ
た
。

　
表
敬
訪
問
に
内
務
省
大
臣
が
同

行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
テ
レ
ビ
局
が
取
材
し
、
夕
方

の
ニ
ュ
ー
ス
に
そ
の
様
子
が
放
映

さ
れ
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
沢
山
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
団
体
が
活
動
し
て
い
る
が
、
誰

も
が
大
臣
に
会
う
こ
と
が
で
き
る

訳
で
は
な
い
。
積
み
上
げ
た
活
動

実
績
と
政
府
と
の
信
頼
関
係
が
肝

要
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
真
摯
な
支

援
活
動
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
が
高

く
評
価
し
て
く
れ
て
い
る
証
で
も

あ
る
。

右から４人目がウォン・ソート新大臣

「福祉・退役軍人・青年省」新大臣を表敬訪問

　
現
在
同
校
に
は
、
老
朽
化
し
た

木
造
の
校
舎
が
あ
る
だ
け
で
、
数

年
前
か
ら
新
校
舎
建
設
の
要
望
が

本
会
に
出
さ
れ
て
い
た
。

　
佐
々
木
テ
ル
さ
ん
の
ご
主
人

（
佐
々
木
二
千
六
さ
ん
）
は
一
昨

年
に
逝
去
さ
れ
た
が
、
生
前
か
ら

の
ご
主
人
の
希
望
も
あ
り
、
貧
し

い
農
村
の
小
学
校
に
校
舎
を
贈
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
た
び
の
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ

れ
あ
い
の
旅
」
は
催
行
最
小
人
数

（
十
人
）
に
満
た
な
か
っ
た
め
、

会
員
さ
ん
参
加
の
旅
は
中
止
、
役

員
中
心
に
井
戸
贈
呈
式
（
遊
具
贈

呈
式
）、
里
子
訪
問
、
夢
ホ
ー
ム

訪
問
な
ど
、
観
光
要
素
を
抜
い
て

実
施
し
た
。

　
三
月
五
日
に
出
発
、
十
一
日
に

帰
国
し
た
が
、
三
人
が
延
泊
し

十
三
日
に
帰
国
し
た
。
根
岸
理
事

長
は
そ
の
後
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

残
っ
て
活
動
し
、
二
十
一
日
に
帰

国
し
た
。

　
佐
々
木
テ
ル
さ
ん
（
宮
城
県
在

住
・
個
人
会
員
）
に
よ
る
資
金
協

力
の
も
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小
学

校
に
新
校
舎
を
建
設
す
る
こ
と
が

決
ま
り
三
月
十
一
日
、
そ
の
着
工

式
が
行
な
わ
れ
た
。

　
新
校
舎
を
建
設
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
ソ
カ
ー
オ
ン
小

学
校
（
コ
ン
ポ
ン
チ
ュ
ナ
ン
県

タ
ッ
ク
ポ
ー
郡
オ
ン
チ
ェ
ー
ニ
ュ

村
）、
生
徒
数
、
百
人
ほ
ど
の
小

さ
な
小
学
校
だ
。

ソカーオン小学校の新校舎建設着工式行なわれる

シャンプーで生徒の髪を洗う平古場理事

村人も沢山集まった着工式

第
二
十
六
回
カ
ン
ボ
ジ
ア

ふ
れ
あ
い
の
旅
に
五
人
参
加
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児童養護施設《夢ホーム》日記

　
三
月
九
日
～
十
四
日
、
神
戸
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
神
戸

市
、
法
人
会
員
）
一
行
（
七
人
）
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪

問
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
観
光
を
楽
し
ん
だ
。

　
十
日
、
根
岸
理
事
長
の
案
内
で
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
県

の
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
に
浮
か
ぶ
水
上
生
活
村
（
メ
イ

チ
ュ
レ
イ
小
学
校
・
生
徒
数
＝
二
百
六
十
人
）
を
訪
問
、

学
用
品
を
配
布
し
て
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
住
む
水
上
の
家
も
見
学
し
た
。

　
十
一
日
は
、
一
昨
年
校
舎
を
寄
贈
し
た
「
ス
ト
ッ
ク

ア
イ
ト
ロ
ミ
ヤ
小
学
校
」（
生
徒
数
＝
二
百
二
十
人
）

を
訪
問
、
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
一
式
と
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

（
三
個
）
を
寄
贈
し
た
。
早
速
、サ
ッ
カ
ー
の
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
を
行
な
っ
た
。

　
十
二
日
に
は
夢
ホ
ー
ム
を
訪
問
、お
米
を
寄
贈
し
て
、

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
歓
談
し
た
。

　
そ
の
後
一
行
は
ベ
ト
ナ
ム
で
一
泊
し
、
十
四
日
に
帰

国
し
た
。

きれいな水で手を洗う子どもたち

ブランコで遊ぶ子どもたち

夢ホームの子どもたちと

視覚障がい児にピアニカを教える宮川さん

５月に完成予定の新校舎

神戸ユネスコ協会の皆さん

児童養護施設《夢ホーム》は両親や片親を亡くしたり、親がいても家庭的に恵まれ
ない子どもたちの生活の場として、会員の皆様のご厚意により、2009 年１月に建
物が完成、同年３月に開園しました。現在、５歳から18 歳までの 17人の子どもた
ちが入園、近所の小・中・高等学校へ通学しています。

　
三
月
六
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅

一
行
が
「
ト
ロ
パ
ン
ト
ム
小
学
校
」
（
コ
ン

ポ
ン
チ
ャ
ム
県
）
を
訪
問
、
こ
の
ほ
ど
石
川

桂
さ
ん
（
愛
知
県
安
城
市
、
理
事
）
が
寄
贈

し
た
遊
具
（
滑
り
台
、
ブ
ラ
ン
コ
、
回
転
遊

具
）
の
贈
呈
式
を
行
な
っ
た
。
同
校
は
、
一

昨
年
に
石
川
さ
ん
が
校
舎
を
寄
贈
、
昨
年
は

図
書
館
を
寄
贈
し
た
小
学
校
で
、
毎
年
大
き

な
贈
り
物
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
歓

声
を
上
げ
て
喜
ん
で
い
た
。

　
贈
呈
式
後
、
恒
例
と
な
っ
た
村
人
と
の
懇

談
会
が
図
書
館
内
で
行
な
わ
れ
、
意
見
交
換

し
た
。　

三
月
九
日
～
二
十
一
日
、
宮
川
公
子

さ
ん
（
宮
城
県
石
巻
市
、
里
親
会
員
）

が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
、
小
学
校
と
障

が
い
児
の
学
校
で
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ

（
ピ
ア
ニ
カ
）
の
奏
法
を
指
導
し
た
。

滞
在
し
た
夢
ホ
ー
ム
で
も
、
音
楽
全
般

の
指
導
を
し
て
く
れ
た
。

　
今
回
は
、
視
覚
障
が
い
児
が
通
う
学

校
（
ク
ル
オ
サ
ー
タ
マ
イ
・
プ
ノ
ン
ペ

ン
市
内
）
を
初
訪
問
、
十
人
の
生
徒
た

ち
を
音
楽
指
導
し
た
。
元
音
楽
教
師
の

宮
川
さ
ん
は
、
過
去
の
経
験
を
生
か

し
、
目
の
不
自
由
な
子
ど
も
た
ち
を
熱

心
に
指
導
し
て
く
れ
た
。

　
次
回
は
七
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
を

予
定
し
て
い
る
。

　「
世
界
の
恵
ま
れ
な
い
地
域
に
小
学
校
を
作
る
会
」（
新
潟
市
秋
葉
区
・
石
川

達
夫
代
表
）、
及
び
「
新
潟
発
→
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
７
３
０
」

（
新
潟
市
中
央
区
・
三
林
け
い
子
代
表
）、
本
会
な
ど
に
よ
る
資
金
協
力
に
よ

り
、
一
月
十
四
日
に
着
工

し
た
「
ト
ン
ト
ロ
ラ
ッ
チ

小
学
校
」
（
コ
ン
ポ
ン

チ
ャ
ム
県
、
生
徒
数
＝

二
百
三
十
人
）
の
新
校
舎

建
設
作
業
は
順
調
に
進
ん

で
お
り
、
五
月
中
に
完
成

の
予
定
。

　
現
在
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は

乾
季
で
雨
が
降
ら
な
い
た

め
、
建
設
工
事
が
予
定
よ

り
早
く
進
ん
で
い
る
。

　
七
月
に
開
催
予
定
の

「
第
二
十
七
回
カ
ン
ボ
ジ

ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
の
中

で
、
贈
呈
式
（
開
校
式
）

を
予
定
し
て
い
る
。

　
三
月
三
日
～
十
日
、
國
學
院
大
學
国
際

協
力
サ
ー
ク
ル
～
優
志
～
（
本
校
＝
東

京
都
渋
谷
区
、
里
親
会
員
）
の
皆
さ
ん

（
十
一
人
）
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
、
八

日
に
は
終
日
夢
ホ
ー
ム
に
滞
在
し
、
子
ど

も
た
ち
と
交
流
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
は
調
査
活
動
（
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
）
が
中
心
で
、
昨
年
井
戸
を
寄
贈

し
た
村
を
訪
問
し
て
村
長
さ
ん
や
住
民
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
、
コ
ン
ポ
ン
ス

プ
ー
県
の
福
祉
局
長
さ
ん
に
会
っ
て
現
状

を
う
か
が
っ
た
。

　
今
年
の
九
月
に
も
再
訪
を
予
定
し
て
い

る
。

※通算の井戸設置数（2003年〜）＝245基（3月現在）

3月に完成した井戸の内訳
／ 寄贈者名 小学校名・村名 生徒数・村民数 所在地

① 根谷崎百合子 様 コークトラッチ小学校 250人 シェムリアップ県プラサートバコン郡

② 竜ケ崎ロータリー・クラブ 様 ワットクサッチ小学校 170人 シェムリアップ県プラサートバコン郡

③ 角田勲・由美子 様 ヴィヒアルーン小学校 208人 コンポンチュナン県ロリーアプイー郡

④ 武藤和義・康代 様 ブンラニーフンセン・プレイクメール小学校 430人 コンポンチュナン県ロリーアプイー郡

⑤ 松原　睦美 様 プナウ小学校 640人 コンポンチャム県バーティー郡

⑥ 松原　睦美 様 ジョン村 約2,000人 コンポンチャム県バーティー郡

3月はカンボジアの小学校と村に6基の井戸が完成
　３月７日、ふれあいの旅参加者が出席し、武藤和義・康代さ
ん夫妻（長崎県長与町、里親会員）及び角田勲・由美子さん夫
妻（東京都練馬区、里親会員）が寄贈した井戸贈呈式を、二つ
の小学校で行なった。参加者の平古場正行さん（横浜市、理
事）が生徒たちの髪を洗い、生徒たちは歓声をあげていた。
　３月13日、根岸理事長と現地スタッフが出席し、松原睦美さ
ん（函館市、個人会員）が寄贈した二つの井戸贈呈式を、小学
校と村で行なった。

　３月14日、根岸理事長と現地ス
タッフが出席し、アンコールワット
のあるシェムリアップの二つの小学
校にて、竜ケ崎ロータリー・クラブ
（茨城県竜ケ崎市、法人会員）及び
根谷崎百合子さん（神奈川県藤沢
市、里親会員）が寄贈した井戸贈呈
式を行なった。

第
十
六
回
「
鋳
造
に
よ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
技
術
講
習
会
」（
夢
ホ
ー
ム
）

　
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
（
本
校
＝
東
京
都
台
東

区
）
の
専
任
講
師
で
、
自
宅
に
も
工
房
（
榎
戸
彫
金

ス
タ
ジ
オ
）
を
持
つ
榎
戸
徹
彦
さ
ん
（
横
浜
市
、
里

親
会
員
）
が
二
〇
一
一
年
五
月
に
「
夢
工
房
」（
夢

ホ
ー
ム
内
）
を
開
設
し
、
夢
ホ
ー
ム
に
入
園
し
て
い

る
子
や
村
に
住
む
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
作
り
の
職
業
訓
練
指
導
を
隔
月
に
実
施
し
て

い
る
。
三
月
十
八
日
～
二
十
一
日
、
第
十
六
回
目
の

講
習
会
が
行
な
わ
れ
た
。

　
五
人
の
生
徒
た
ち
が
、
一
月
に
作
り
始
め
た
遺
跡

の
レ
リ
ー
フ
（
動
物
）
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ア
ク
セ

サ
リ
ー
を
作
り
終
え
た
。（
一
人
は
イ
ヤ
リ
ン
グ
、

四
人
が
ペ
ン
ダ
ン
ト
）
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
に
あ
る
雑

貨
店
（
ク
マ
エ
・
ユ
ー
ン
）
に
て
販
売
し
て
も
ら
う
。

生
徒
た
ち
の
ス
キ
ル
は
確
実
に
上
が
っ
て
い
る
。

　
次
回
（
第
十
七
回
）
の
講
習
会
は
、
五
月
二
十
七

日
～
三
十
日
を
予
定
。

受講生たちと（左が榎戸さん）

■
す
ぐ
に
壊
れ
る
小
規
模
井
戸

■
日
本
の
援
助
で
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
の
下
水
道
工
事
進
む

■
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
法
要

■
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

　
小
学
校
を
巡
っ
て

い
る
と
、
立
ち
枯
れ

た
井
戸
を
よ
く
見
か

け
る
。
先
生
に
聞
け

ば
、
最
初
か
ら
水
が

で
な
か
っ
た
井
戸
も

あ
る
と
い
う
。
掘
る

深
さ
は
お
よ
そ
十

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内

を
走
行
中
、
至
る
所

で
日
本
の
援
助
に
よ

る
下
水
道
工
事
が
行

な
わ
れ
て
い
た
。
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
大
切

　
村
で
井
戸
贈
呈
式

を
し
て
い
る
と
大
音

響
で
読
経
が
流
れ
て

き
た
。
行
っ
て
み
る

と
、
僧
侶
を
中
心
に

村
人
が
沢
山
集
ま

り
、
法
要
の
最
中

だ
っ
た
。
日
本
と
同

じ
で
、
一
年
忌
、
三

　
水
上
生
活
村

を
訪
問
し
て
い

た
ら
、
子
ど
も

が
ボ
ー
ト
に

乗
っ
て
子
魚
を

獲
っ
て
い
た
。

今
晩
の
お
か
ず

に
す
る
の
だ
ろ

う
。
の
ど
か
で

心
安
ま
る
シ
ー

ン
だ
っ
た
。

な
公
共
事
業
、
私
た
ち
の
支
払
う
税
金
が
途
上

国
で
有
効
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
大
い
に
歓
迎
す

べ
き
こ
と
。

年
忌
、
七
年
忌
の
法
要
が
あ
る
と
い
う
。

ウォッ
チ!

カンボ
ジア

　３月も大勢の皆さんが訪れ、また

お米などのプレゼントを沢山いただ

きました。ありがとうございました。

　●３月の来訪者＝カンボジアふれ

あいの旅参加者、神戸ユネスコ協会、

國學院大學国際協力サークル～優志

～、宮川公子、榎戸徹彦（敬称略）

　●寄贈品（お米）＝平古場正行、及川英博、上山陽子、宮川公子、丸山

和男、神戸ユネスコ協会、國學院大學国際協力サークル～優志～（敬称略）

ふれあいの旅の皆さんと

来訪、お土産をありがとうございました。

神戸ユネスコ協会がカンボジア訪問

石
川
桂
さ
ん
が
遊
具
を
寄
贈
國
學
院
大
學
国
際
協
力
サ
ー
ク
ル
～
優
志
～
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問

サンダルをもらい嬉しそう

　
三
月
十
四
日
、
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
県
、
ワ
ッ
ト
ク
サ
ッ
チ
小
学
校

で
「
竜
ケ
崎
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
」
（
茨
城
県
竜
ケ
崎
市
、
法
人

会
員
）
が
寄
贈
し
た
井
戸
の
贈
呈
式
が
あ
り
、
根
岸
理
事
長
と
現

地
ス
タ
ッ
フ
が
出
席
し
た
。
ま
た

全
生
徒
に
一
足
ず
つ
行
き
渡
る
よ

う
に
と
、
サ
ン
ダ
ル
（
百
七
十
人

分
）
が
寄
贈
さ
れ
た
。

　
井
戸
贈
呈
式
に
参
加
し
た
生

徒
た
ち
の
足
を
見
れ
ば
、
半
数

以
上
が
裸
足
。
タ
イ
ム
リ
ー
な

支
援
に
子
ど
も
た
ち
は
喜
ん
で

い
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
毎
年
一
基
以

上
の
井
戸
を
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ

県
内
に
寄
贈
し
て
い
る
。

竜
ケ
崎
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ

小
学
校
へ
井
戸
と
サ
ン
ダ
ル
寄
贈

宮
川
公
子
さ
ん
が
二
つ
の
学
校
で
音
楽
指
導

ト
ン
ト
ロ
ラ
ッ
チ
小
学
校
の
新
校
舎
建
設
工
事
が
順
調
に
進
む

メ
ー
ト
ル
前
後
、
ポ
ン
プ
も
小
さ
く
て
一
度
壊

れ
る
と
修
理
不
能
だ
そ
う
だ
。「
安
物
買
い
の

銭
失
い
」
と
は
正
に
こ
の
こ
と
、
寄
贈
す
る
前

に
念
入
り
な
リ
サ
ー
チ
が
必
要
だ
。
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里子家庭訪問記録
名前：ソコム・ボパー
年齢：10歳

好きな教科：国語（特に読解が好きです。）
苦手な教科：算数（特に割り算の計算式を解くのが難しいです。）
担任から一言：成績は，道徳Ａ，学校の活動Ａ，健康Ａ，出席Ａ

好きな遊び：ゴム飛びをするのが好きです。
好きな食べ物：バナナ、マンゴスチン（果物）
将来の夢：国語の先生です。

住んでいる場所：コンポンスプー県　ウドン郡、
　　　　　　　　ヴィルポンコミュン
学校までの所要時間：徒歩で15分

学校名：ワトクダイ小学校
性別：女の子学年：小学校の５年生

備考 ：
　ボパーちゃんはお父さんが死亡して
から、お母さんと姉妹と一緒に暮してい
ます。
　隣の祖父母も毎日いろいろな仕事を
手伝っています。祖父母は年をとってい
ますがまだ田植えをしています。自分た
ちの食べる分だけ、作ります。
　お爺さんの仕事はお坊さんを指導す
る先生です。給料が無しで、何かのお祭
りがあったり、誰かに頼まれたとき、少し
お金を貰います。
　最近、お母さんは縫製工場で働いて
います。朝6時に出て、夜8時くらいに帰
ります。乗り合いバスで毎日行きます。
縫製工場の給料が80ドルで、子供と祖
父母にもあげます。
担当者：ニョウ　ピン
（現地スタッフ）左端がボパーちゃん

一日の過ごし方：朝５時半頃に起きます。まず少し本を読みます。それから、家の掃除をしたり、お
皿を洗ったりしています。朝食は６時頃にします。朝食の後、身支度をして午前７時から１１時まで
学校に通っています。授業が終ってから、１１時半頃に家に帰り、昼食をします。午後は家事の手伝
いをします。夕食は６時頃にしてからお皿の片付けを手伝います。７時頃に、本を読んだり、先生か
ら出された宿題をしたりしてから９時頃に寝ます。

家庭状況：３人の姉妹です。お姉さん１人、妹さん１人、ソコム・ボパーちゃんは
第２子です。お父さんを亡くしています。お母さんがいます。現在、お母さんと３
人の子供で暮しています。

新潟中越地震直後 篠田さんを見舞う　
（2004 年 10 月 写真の中央が篠田さん）

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
活
動
レ
ポ
ー
ト

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
活
動
レ
ポ
ー
ト

　
本
会
で
は
、
病
気
や
事
故
、
親
の
離
婚

な
ど
に
よ
り
両
親
や
片
親
を
失
い
、
経
済

的
に
困
窮
し
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
に
行
け
る
よ
う

に
と
、
二
〇
〇
三
年
に
「
ク
メ
ー
ル
教
育

里
親
基
金
」
を
創
設
し
た
。
現
在
、
多

く
の
教
育
里
親
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
約

三
百
五
十
人
の
子
ど
も
た
ち
を
教
育
支
援

し
て
い
る
。

　
三
月
八
日
、
ふ
れ
あ
い
の
旅
に
参
加
し

た
三
人
の
教
育
里
親
さ
ん
が
支
援
す
る
里

子
の
家
を
訪
問
し
た
。

　
特
に
こ
の
時
期
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
主
食

の
お
米
が
不
足
し
て
お
り
、
里
親
さ
ん
か
ら

お
米
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
安
心
し

て
い
た
。

　
国
の
発
展
に
教
育
は
欠
か
せ
な
い
。
一

人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
一
日
で
も

長
く
学
校
へ
行
け
る
よ
う
、
皆
様
の
継
続

的
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　
も
う
十
年
も
昔
の
こ
と
だ
が
、
「
カ

ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
は
当
時

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
愛
と
感
動
の
旅
」
と
称

し
、
旅
行
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
主
催
で
実
施

し
て
い
た
。
当
時
は
参
加
を
希
望
す
る

人
が
多
く
、
東
京
・
虎
ノ
門
に
あ
る
Ｊ

Ｔ
Ｂ
本
社
に
て
、
事
前
説
明
会
を
行

な
っ
て
い
た
。
そ
の
説
明
会
場
に
、
遅

れ
て
入
っ
て
き
た
老
人
が
い
た
。
「
道

が
分
か
ら
な
く
て
苦
労
し
た
、
案
内
の

仕
方
が
不
親
切
だ
」
と
、
担
当
し
た
Ｊ

Ｔ
Ｂ
社
員
を
叱
っ
て
い
た
。
勿
論
、
私

も
平
身
低
頭
謝
っ
た
が
、
頑
固
で
と
っ

つ
き
に
く
そ
う
な
印
象
を
受
け
、
果
た

し
て
い
つ
ま
で
会
の
活
動
に
参
加
し
て

く
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
と
、
疑
心
暗
鬼

だ
っ
た
。

　
そ
の
後
度
々
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
旅

行
に
参
加
し
、
本
会
の
雰
囲
気
に
も
慣

れ
た
の
で
、
数
年
前
に
本
会
の
理
事
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
一
つ
返
事
で
引

き
受
け
て
く
れ
た
。
地
元
で
も
会
の
広

報
活
動
を
熱
心
に
し
て
く
れ
、
会
員
さ

ん
も
沢
山
勧
誘
し
て
く
れ
た
。
小
さ
な

会
が
こ
こ
ま
で
大
き
く
成
長
で
き
た
の

も
、
こ
う
し
た
地
道
な
活
動
が
あ
っ
た

か
ら
だ
。

　
二
年
前
に
お
会
い
し
た
と
き
は
元
気

そ
う
だ
っ
た
が
、
二
月
末
日
、
突
然
に

訃
報
の
知
ら
せ
を
受
け
た
。
十
年
前
の

頑
固
そ
う
な
老
人
、
新
潟
県
小
千
谷
市

に
住
む
篠
田
朝
隆
さ
ん
そ
の
人
、
享
年

八
十
九
歳
だ
っ
た
。
最
近
音
沙
汰
な

か
っ
た
が
、
入
院
し
て
お
ら
れ
た
よ
う

だ
。
三
月
二
日
、
小
千
谷
市
内
で
行
な

わ
れ
た
告
別
式
に
は
、
新
潟
県
に
お
住

ま
い
の
三
林
け
い
子
理
事
に
、
会
を
代

表
し
て
参
列
し
て
も
ら
っ
た
。

　
二
〇
〇
四
年
十
月
に
発
生
し
た
「
新

潟
中
越
地
震
」
で
は
大
き
な
被
害
を

被
っ
た
。
篠
田
さ
ん
の
家
も
傾
き
、
数

年
後
に
は
新
築
さ
れ
た
。
篠
田
さ
ん
か

ら
の
要
請
も
あ
っ
て
何
度
か
新
潟
を
訪

れ
、
救
援
物
資
を
持
参
し
た
り
、
励
ま

し
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
加
わ
っ
た
。

　
赤
ん
坊
は
泣
き
な
が
ら
産
ま
れ
て
く

る
が
、
周
囲
の
人
は
そ
の
子
の
誕
生
を

笑
っ
て
迎
え
て
く
れ
る
。
死
ぬ
と
き
、

周
囲
の
人
は
泣
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う

が
、
今
度
は
、
笑
っ
て
死
に
た
い
と
思

う
。
そ
れ
に
は
、
人
生
を
、
人
と
し
て

恥
じ
る
こ
と
な
く
最
後
ま
で
ま
っ
と
う

し
、
満
足
し
て
お
別
れ
し
た
い
。
　
篠

田
さ
ん
の
最
期
も
、
き
っ
と
そ
う
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。

（
理
事
長
の
ブ
ロ
グ
「
メ
コ
ン
の
風
に
吹
か
れ
て
」
よ
り
）

　
二
月
三
日
～
十
日
、
東

京
都
清
瀬
市
「
ク
レ
ア

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
て
写
真

展
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど

も
た
ち
」
を
開
催
し
た
。

　
ま
た
、
二
月
十
四
日
～

十
九
日
、
東
京
都
江
東
区

「
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
」

に
て
同
名
の
写
真
展
を
開

催
し
た
。
両
会
場
と
も
に

駅
か
ら
近
く
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
写
真
を
鑑
賞
し
て

く
れ
た
。

　
三
月
十
九
日
～
二
十
三
日
、
安
城
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
石
川
桂
さ
ん
（
愛
知
県

安
城
市
、
理
事
）
が
篆
刻
作
品
展
を
開

催
、
大
勢
の
方
々
が
鑑
賞
し
た
。
同
会
場

内
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
石
川
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
を
紹
介
、
会
報
や
募
金
箱
も
置
い
て
い

た
だ
い
た
。

　
晩
に
は
同
市
内
の
日
本
料
理
店
「
一

井
」
に
お
い
て
懇
談
会
が
催
さ
れ
、
三
十

人
が
出
席
し
た
。
本
会
か
ら
は
根
岸
理
事

長
始
め
五
人
の
会
員
さ
ん
が
出
席
、
参
加

し
た
皆
さ
ん
と
親
交
を
深
め
た
。

里子に初対面した及川英博さん作品展会場で（左が石川桂さん）

ト
ラ
イ
ア
ジ
ア
プ
ノ
ン
ペ
ン
Ｆ
Ｃ
に

元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が
新
加
入

プ
ノ
ン
ペ
ン
に
日
系
企
業
が
多
く
進
出

電
力
不
足
な
ど
課
題
も

今カ

石
川
桂
さ
ん
が
篆
刻
作
品
展
を
開
催

篠
田
朝
隆
さ
ん
の
逝
去
に
思
う

清瀬市と江東区で
写真展を開催（東京都内）

　
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
へ
ご
一
報
く
だ
さ

い
。
（
電
話
・
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク

ス
に
て
）

（
送
料
と
し
て
二
百
円
分
の
切
手
を
ご
負
担

く
だ
さ
い
）

テ
ィ
ア
か
ら
み
た
大
地
と
河
と
天
の
恵
み
の

国
―
日
本
と
は
こ
ん
な
に
違
う
カ
ン
ボ
ジ

ア
』
（
Ａ
５
判
・
二
百
三
十
五
頁
）
は
、
中

野
さ
ん
の
教
育
支
援
活
動
を
中
心
に
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
ま
す
。

　
中
野
さ
ん
が
本
書
を
寄
贈
し
て
く
れ
ま
し

た
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お
分
け
い
た
し
ま

す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
本
会
の
理
事
、
中
野
勝
さ
ん

（
兵
庫
県
宝
塚
市
）
が
書
籍
を
出
版
さ
れ
ま

し
た
。

　
中
野
さ
ん
の
書
籍
『
―
教
育
支
援
ボ
ラ
ン

中
野
勝
さ
ん
の
著
書
を
お
分
け
い
た
し
ま
す

カ
ン
ボ
ジ
ア

ニ
ュ
ー
ス

現
地
で
発
行
し
て
い
る
新
聞
や
情
報
誌
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ミ
ニ

ク
ラ
ブ
「
ト
ラ
イ
ア
ジ
ア
プ
ノ
ン
ペ
ン
Ｆ

Ｃ
」
に
、
元
Ｊ
１
リ
ー
ガ
ー
の
М
Ｆ
木
原

正
和
選
手
が
新
た
に
加
入
し
た
。
木
原
選

手
は
過
去
に
Ｕ
―
18
日
本
代
表
と
し
て
、

ま
た
Ｊ
１
リ
ー
グ
の
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー

ジ
ャ
で
プ
レ
ー
し
た
経
歴
を
持
つ
。
現
在

二
十
六
歳
で
背
番
号
は
「
50
」
を
つ
け
る
。

業
に
適
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。
投
資
優

遇
策
も
充
実
し
て
い
る
の
が
選
ん
だ
理
由

と
い
う
。

　
た
だ
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
全
体
に
い
え
る

こ
と
だ
が
、
小
学
校
卒
や
未
就
学
の
人
が

多
く
、
文
字
の
読
み
書
き
や
計
算
が
で
き

な
い
人
も
い
る
。
そ
こ
で
同
社
は
「
就
業

前
躾
学
力
養
成
学
校
」
を
設
け
、
同
社
の

他
国
工
場
に
は
な
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

人
材
教
育
し
て
い
る
。

区
（
Ｓ
Ｓ
Ｚ
）
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
か

ら
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ

り
、
物
流
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
港
、
シ
ハ
ヌ
ー

ク
港
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
空
港
の
三
つ
を
使

う
。
日
本
で
は
住
友
商
事
と
同
特
区
が
販

売
提
携
し
て
お
り
、
稼
動
し
て
い
る
企
業

四
十
六
社
の
う
ち
日
系
企
業
が
二
十
八
社

を
占
め
、
契
約
済
み
を
含
め
る
と
三
十
七

社
が
入
居
。
二
〇
一
〇
年
の
タ
イ
大
洪
水

な
ど
を
機
に
進
出
が
増
え
た
。
三
年
前
ま

で
は
縫
製
業
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
樹

脂
の
射
出
成
形
を
手
掛
け
る
企
業
も
目

立
っ
て
き
た
と
い
う
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
口
構
成
は
二
十
歳
未

満
が
四
十
六
％
と
若
く
、
労
働
集
約
型
産

年
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
一
部
リ
ー
グ

に
昇
格
す
る
日
系
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

ン
ボ
ジ
ア
で
イ
ン
フ
ラ
が
最
も
良

い
と
さ
れ
る
プ
ノ
ン
ペ
ン
経
済
特

カ 路
線
バ
ス
を
走
ら
せ
る
社
会
実
験
行
な
わ
れ
る

で
の
一
ヶ
月
間
、
路
線
バ
ス
を
走
ら
せ
る

社
会
実
験
が
行
な
わ
れ
た
。
プ
ノ
ン
ペ
ン

に
は
多
く
の
人
を
一
度
に
運
ぶ
公
共
交
通

機
関
が
存
在
せ
ず
、
自
家
用
車
や
バ
イ

ク
、
座
席
付
き
車
両
を
バ
イ
ク
で
引
っ
張

る
「
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
」
な
ど
が
人
々
の
交

通
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
近
年
、

都
市
の
拡
大
と
車
両
の
増
加
に
よ
る
交
通

渋
滞
が
悪
化
し
、
対
策
が
急
務
だ
。

　
バ
ス
の
社
会
実
験
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
都

庁
、
公
共
事
業
局
、
日
本
の
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
連
携
し
て
行
な
わ
れ

た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
二
〇
一
二
年
か
ら
一
四

年
六
月
ま
で
実
施
す
る
「
プ
ノ
ン
ペ
ン
都

総
合
交
通
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

だ
。

ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン

で
、
二
月
五
日
か
ら
三
月
四
日
ま

　本会では、書き損じハガキ・未使用の切手・
ビールやデパートの商品券を集め、活動資金
にしております。皆様の家に眠っているもの
がございましたら、ご協力くださいますよう、
よろしくお願い致します。普通郵便で事務局
へお送りください。
送り先 :〒176—0011　
東京都練馬区豊玉上２—２５—７—２０３　本会事務局へ

書き損じハガキ・未使用切手・商品券を
お送りくださいませんか
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　本旅行は観光旅行では味わうこ
とのできない現地の子どもたちと
の交流をはかることができます。
　特に本会が運営する児童養護施
設「夢ホーム」の子どもたちが皆
様をお待ちしております。あわせ
て、校舎や井戸の贈呈式に参加で
き、思い出に残る充実した海外旅
行を楽しむことができます。旅行
代金も格安に設定しましたので、
お気軽にご参加ください。
　また、募集は原則として本会会
員を対象にしておりますので、会
員以外で参加される方は、事前に
会員登録(一口5,000円)が必要に
なります。

【旅行期間】2014年7月9日（水）～15日（火）〈５泊７日〉
【募集定員】最少催行人員10名様（定員＝20名）

最少催行人員に満たない時は中止になる予定です。
【滞在ホテル】ダイヤモンドホテル(プノンペン)５泊（変更になることもあります）
【利用空港】成田空港および関西空港など
【旅行日程】９日＝成田空港・関西空港などから乗り継ぎにてカンボジアの

プノンペン国際空港へ。
　　　　　  10日＝教育支援する里子の家を訪問
　　　　　  11日＝小学校を訪問、校舎贈呈式と井戸贈呈式
　　　　　  12日＝自由行動
　　　　　  13日＝夢ホーム訪問、セントラルマーケットで買い物
　　　　　 14日＝プノンペン市内観光後、夜８時頃チェックアウト⇒プノンペ

ン国際空港から帰国の途へ（空港にての現地解散になります）
　　　　　  15日＝早朝、成田・関西空港などに到着
【旅行代金】15万円を予定。＊現地までの航空券代、空港税、ビザ申請代、現地

での宿泊代、食事代、車代など、旅行にかかるほとんどの費用を含
みます。

　　　　　　　＊アンコールワット観光（日帰りオプション）＝お一人様30,000円。
　　　　　　　＊１人部屋希望者追加料金5泊で12,000円。
　　　　　　　＊傷害保険は各自でおかけください。
【締切日】平成26年5月10日(土)

第27回カンボジアふれあいの旅　参加者募集第27回カンボジアふれあいの旅　参加者募集

真珠のように輝く子供たちの瞳に出会ってみませんか？
「夢ホーム」で子どもたちと楽しい交流・里子の家庭訪問・感動的な校舎と井戸の贈呈式など

夢ホームの子どもたちが皆さんをお待ちしています

学校の校舎と井戸の贈呈式に参加します

旅行企画☆特定非営利活動法人　21 世紀のカンボジアを支援する会
〒 176-0011　東京都練馬区豊玉上２− 25 −７− 203　　TEL：03 − 3991 − 2854
E-mail：info@aac21.net　http://www.aac21.net　　FAX：03 − 3557 − 1213

お問い合せ・
申し込み

五
月
〜
六
月
の
予
定

●
会
報
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」
五
月
一
日
付
け
第
七
十
六
号
発
行

●
写
真
展
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
」（
五
月
二
日
～
六
日
・
豊
洲
文
化
セ
ン
タ
ー
）

●
カ
ン
ボ
ジ
ア
ミ
ニ
ツ
ア
ー
（
五
月
五
日
～
十
四
日
）

●
写
真
展
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
」

　
（
六
月
十
六
日
～
二
十
八
日
・　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
）

●
会
員
交
流
会
「
群
馬
集
会
」（
六
月
二
十
一
日
～
二
十
二
日
・
会
場
は
未
定
）

事
務
局
便
り

■
第
二
十
六
回
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
は
、
理
事
さ
ん
ら
を
中
心
に
五
人
が
参

加
し
、
無
事
に
帰
国
し
ま
し
た
。
第
二
十
七
回
の
旅
（
七
月
九
日
～
十
五
日
）
の

参
加
者
を
募
集
中
で
す
。
新
校
舎
の
贈
呈
式
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
沢
山
の
皆
様
よ
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
新
車
両
（
現
地
）
の
購
入
に
つ
い

て
は
、
資
金
の
め
ど
が
つ
い
た
も
の
の
、
免
税
手
続
き
が
遅
れ
て
お
り
、
納
車
が

五
月
～
七
月
に
な
る
予
定
で
す
。
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

学
用
品
を
現
地
の
学
校
で
配
布
し
た
り
、

子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
て
く
だ
さ
る
ツ
ア

ー
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー

は
、
年
三
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金

農
村
の
貧
し
い
子
ど
も
達
が
学
校
に
行
け

る
よ
う
に
と
教
育
資
金
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
る
里
親
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
金
額
は
年
間
三
万
円
〔
分

割
も
可
〕
で
す
。

  

会
員
と
し
て

・
個
人
会
員
（
年
額
一
口
五
千
円
）

・
法
人
会
員
（
年
額
一
口
一
万
円
）

・
里
親
会
員
（
年
額
三
万
円
）

会
員
の
皆
様
に
は
、
隔
月
発
行
す
る
本
会

の
会
報
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」
を
発
行

の
都
度
郵
送
し
ま
す
。
会
費
の
送
付
は
、

郵
便
振
替
、
銀
行
振
込
み
、
現
金
書
留
で
。

〈
郵
便
振
替
口
座
名
〉

　
21
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会

〈
口
座
番
号
〉

　
０
０
１
３
０
︱
０
︱
１
６
０
９
１
６

※
銀
行
振
込
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
へ

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

※
郵
貯
銀
行
の
自
動
引
き
落
と
し
を
ご
希

望
の
方
は
事
務
局
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

た
校
舎
あ
り
と
、
様
々
だ
。
都
会
か
ら

離
れ
た
、
貧
し
い
地
域
に
ニ
ー
ド
が
集

中
し
て
い
て
、
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
が
見

向
き
も
し
な
い
辺
境
に
作
る
の
が
本
会

の
ス
タ
ン
ス
で
も
あ
る
。

（
理
事
長
ブ
ロ
グ
「
メ
コ
ン
の
風
に
吹
か
れ
て
」
よ
り
）

　
本
会
が
仲
介
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
校

舎
を
建
て
た
の
は
二
〇
〇
三
年
が
最
初

だ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
十
一
年
、
現
在
二

つ
の
小
学
校
で
校
舎
の
建
設
が
進
ん

で
い
る
。
会
と
し
て
は
二
十
番
目
、

二
十
一
番
目
の
建
設
事
業
、
今
ま
で
、

一
年
間
に
二
校
を
作
っ
て
き
た
計
算
に

な
る
。
本
会
は
決
し
て
大
き
い
会
で
は

な
い
が
、
我
な
が
ら
よ
く
二
十
一
校
も

作
っ
て
き
た
も
の
だ
。

　
校
舎
を
贈
る
小
学
校
の
選
定
に
は
苦

労
し
て
い
る
。
寄
贈
を
申
し
出
た
日
本

人
の
ド
ナ
ー
さ
ん
か
ら
す
れ
ば
、
せ
っ

か
く
作
る
校
舎
な
の
で
、
現
地
の
要
望

を
よ
く
聞
き
真
に
必
要
な
場
所
を
選
ん

で
ほ
し
い
と
常
に
念
を
押
さ
れ
る
。
一

方
、
校
舎
を
要
望
す
る
学
校
か
ら
は
、

そ
の
必
要
度
が
い
ま
ひ
と
つ
低
い
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
（
す
で
に
立
派
な
校
舎

が
あ
る
の
に
）
、
な
に
や
か
や
と
理
由

を
つ
け
て
依
頼
し
て
く
る
。

　
そ
こ
を
き
ち
ん
と
見
極
め
る
こ
と

が
、
仲
介
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
大
き
な
役
割

で
あ
る
。

　
校
舎
の
建
設
に
至
る
審
査
基
準
は
、

第
一
に
、
そ
の
地
域
が
今
後
発
展
し
、

校
舎
を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
が
増
加

す
る
か
否
か
で
あ
る
。
先
細
り
の
地
域

に
作
っ
て
は
も
っ
た
い
な
い
。
第
二

に
、
現
時
点
で
校
舎
が
不
足
し
て
い

て
、
緊
急
度
が
高
い
か
ど
う
か
の
判
断

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
確
定
す
る
ま
で

何
度
も
現
地
に
足
を
運
び
、
リ
サ
ー
チ

す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
第
三
は
、
学
校

の
先
生
や
そ
の
地
域
に
住
む
住
民
た
ち

の
教
育
に
取
り
組
む
姿
勢
、
熱
心
さ
。

最
初
の
リ
サ
ー
チ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

校
長
先
生
が
別
の
用
事
で
不
在
だ
っ
た

り
す
る
と
、
ま
ず
そ
の
段
階
で
ふ
る
い

に
か
け
ら
れ
て
し
ま
う
。

  

こ
の
十
一
年
間
で
十
九
の
校
舎
を

作
っ
た
が
、
ど
の
校
舎
も
愛
着
が
あ

り
、
時
々
校
舎
を
訪
問
し
て
は
寄
贈
し

て
く
れ
た
方
々
に
レ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
一
九
校
の
中
に
は
、
地
雷
原
の
真

ん
中
に
作
っ
た
校
舎
あ
り
、
プ
ノ
ン
ペ

ン
か
ら
五
時
間
か
か
る
山
の
中
に
作
っ

秘
境
の
地

「
モ
ン
ド
ル
キ
リ
州
」
を
訪
ね
て 

　
⑴

中
野
　
勝

投
　
稿

今
年
は
小
学
校
の
校
舎
が
二
つ
完
成
し
ま
す新校舎建設の着工式に出席

（2014 年１月 14 日）

　
一
月
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
の
合
間
を
見

て
秘
境
の
地
「
モ
ン
ド
ル
キ
リ
州
」
を
視

察
し
た
。

　
早
朝
の
七
時
半
に
ホ
テ
ル
を
出
発
、
午
後

三
時
頃
に
着
い
た
の
で
、
町
の
中
心
地
か

ら
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
モ
ノ
ロ
ム
の
滝
に

行
く
こ
と
に
し
た
。
乾
季
で
寒
い
の
で
、

観
光
客
は
少
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
外
国

人
が
主
流
で
あ
る
。

　
二
月
二
十
三
日
～
三
月
四

日
、
日
本
大
使
館
の
招
き
で
本

会
ス
タ
ッ
フ
の
ニ
ョ
ウ
・
ピ
ン

君
（
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
日
本
語

学
科
在
籍
）
ほ
か
、
五
十
名
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
が
来
日
し
た
。

一
行
は
東
京
な
ど
を
観
光
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
各
県
を
訪

問
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
経

験
し
た
。
ニ
ョ
ウ
・
ピ
ン
君
の

グ
ル
ー
プ
は
三
重
県
を
訪
問
、

真
珠
の
養
殖
を
見
学
し
た
り
、

三
重
県
内
の
大
学
生
と
交
流
し

た
。

　
初
め
て
日
本
の
生
活
を
体
験

し
た
ピ
ン
君
は
、
「
す
べ
て
に

お
い
て
整
然
と
し
、
几
帳
面
で

き
れ
い
好
き
な
日
本
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
感
銘
を
受
け
た
」

と
話
し
た
。

ル
「
水
牛
」
が
あ
り
、
そ
の
後
ろ
に
大
変

広
く
長
い
運
動
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。
運
転
手
に
聞
く
と
モ
ン
ド
ル
キ

リ
空
港
の
跡
地
で
あ
っ
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
東
部
、
ベ
ト
ナ
ム
と
国

境
を
接
す
る
モ
ン
ド
ル
キ
リ
州
は
古
く

は
ク
ラ
ッ
チ
ェ
州
の
一
部
だ
っ
た
が
、

一
九
六
〇
年
代
に
州
と
し
て
区
画
さ
れ

た
。
シ
ヤ
ヌ
ー
ク
前
国
王
の
呼
び
か
け

で
、
牛
や
食
料
、
居
住
地
を
提
供
す
る
こ

と
を
条
件
に
移
住
者
が
募
ら
れ
た
と
い

う
。

　
州
都
「
セ
ン
モ
ノ
ロ
ム
」
は
標
高
八
百

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
避
暑
地

に
も
な
っ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
人
口
密

度
の
低
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
プ
ノ
ン
、

ク
ル
ン
、
チ
ャ
ラ
イ
、
ク
ラ
ル
、
ス
テ
ィ
ア

ン
、
ト
ヌ
ー
ン
、
ク
ー
イ
、
ト
ン
プ
ー
ン
な

ど
の
少
数
民
族
が
生
活
す
る
。
彼
ら
は
手

作
り
の
背
負
い
か
ご
で
物
を
運
ぶ
。

　
人
口
の
八
十
％
は
少
数
民
族
で
、
農
業

を
営
ん
で
い
る
。
稲
、
イ
モ
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
バ
ナ
ナ
を
栽
培
し
て
い
る
。

二
十
％
の
ク
メ
ー
ル
人
は
主
に
公
務
員
、

商
人
で
あ
る
。
町
の
市
場
に
少
数
民
族
が

農
作
物
を
売
り
に
や
っ
て
く
る
が
、
ク

メ
ー
ル
語
を
し
ゃ
べ
り
、
服
装
も
伝
統
的

な
も
の
で
な
く
町
の
人
と
同
じ
ス
タ
イ
ル

で
俗
化
し
て
い
る
。
町
に
戻
っ
て
昼
食
を

と
る
。
（
つ
づ
く
）

（
兵
庫
県
宝
塚
市
、
理
事
）

現地スタッフのピン君ら
カンボジア人学生50人が来日

三重短大学生たちと記念写真

　
初
日
の
宿
泊

は
、
新
し
く
で

き
た
モ
ン
ド
ル

キ
ル
ホ
テ
ル
に

行
き
、
料
金
を

尋
ね
る
と
シ
ン

グ
ル
ル
ー
ム
で

十
八
ド
ル
、

フ
ァ
ミ
リ
ー

ル
ー
ム
は
二
十
五
ド
ル
、
温
水
の
出
る
部
屋

は
二
十
ド
ル
と
言
っ
た
の
で
も
う
少
し
安

い
と
こ
ろ
を
探
す
こ
と
に
し
た
。
町
の
端
に

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
あ
り
聞
け
ば
一
部
屋
七

ド
ル
だ
っ
た
の
で
そ
こ
に
し
た
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
は
二
十
～
三
十
軒
は
あ

る
。
ま
ち
の
高
い
と
こ
ろ
に
州
の
シ
ン
ボ 州のシンボル「水牛」
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